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文部科学省の「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」に関する調査研究を受託して今年度で２年が経
過した。初年度は受託までに時間がかかり、調査研究の時間が短く報告書の提出も遅れてしまった経緯があるが、
その調査研究の内容は以下である。

	 	 （1）　学び直しと学習意欲の回復につながる調査研究
	 	 （2）　特別に支援を要する生徒への学習教材の開発と他の教育団体との協力体制の構築
	 	 （3）　特化した支援を要する生徒への学習教材の開発と学習支援の構築
	 	 （4）　全日制において学習の継続が困難な生徒に対する学習支援教材の提供と全通併修

初年度はそれぞれのテーマに沿って分科会ごとに調査・研究をし、全体会でそれぞれの進捗状況・中間報告
などをおこない、情報の共有化を図ってきた。２年目も同様に各分会での活動をし、全体会での情報の共有化
を図ってきたが、この四つのテーマについての共通項のようなものが明確になってきた。勿論すべてを共通に
論じるのではないが、（1）「学び直しと学習意欲の回復につながる調査研究」（2）「特別に支援を要する生徒へ
の学習教材の開発と他の教育団体との協力体制の構築」（3）「特化した支援を要する生徒への学習教材の開発と
学習支援の構築」（4）「全日制において学習の継続が困難な生徒に対する学習支援教材の提供と全通併修」の四
つのテーマを通して共通しているのは「自学自習」を柱にした通信制課程の学習教材である。テーマごとに教
材の内容に違いはあるが、共通項は学習教材である。
また、特に（2）の「特別に支援を要する生徒への学習教材の開発と他の教育団体との協力体制の構築」のテー
マにおいて、特に不登校生に対する調査・研究を複数の民間の教育機関と協力して進めたが、その中で私たち
が全く想定も想像もしていなかった事例の報告を受け、問題の深さ・問題への対応方法が簡単にできることで
はないことも痛感させられた。

事例　　
小学校の５年生頃から学校に行かなくなり、中学生になった頃から自分の部屋で昆虫を飼い始め、次には、
ネットなどで高価な取引をされている昆虫などを育てるようになった。現在、高等専修学校に在籍はしているが、
一年次で登校は年間６０日程、２年目は１５日程。本人の話では自分の世界は「昆虫と暮らす」ことにあると
学校の教員には言っている。
勿論生涯このような生活ができるとは考えていないが、やはり昆虫との生活が第一で、部屋は一年中暖房が
効いていて昆虫の臭いに満ちているが母親も「指導」できず放置している。母親と離婚をした父親は時折訪ね
てきて、昆虫の話をし、レアな昆虫などを購入する資金をあたえているようである。
通信制高校のスクーリングには出席して、レポートも提出し、単位を修得しているが、専修学校では、個別
の指導教員と色々と話をする程度である。

この様な不登校生に対して私たち高等学校の教員がどのようなことができるであろうか。単に教材を渡す、
レポートの提出を促すだけでは基本的な解決は全くできない。私たちは不登校生の生徒に対しての対応を調査・
研究することが目的であるが、このような生徒を前にした時、問題の深さに対してあまりにも微力なことを痛
感させられる。
定時制・通信制課程のみの高等学校として、様々な生徒への教育に当たっている。しかし、上記の様な不登
校生への対応が私たちのような通信制とはいえ、通常の「高等学校」で可能かどうかということも考えなけれ
ばならない課題ではある。しかし、そのような生徒も高校生という身分、また高等学校卒業をめざして通信制
高校に在学していることも事実である。
調査・研究の２年目を終え、少しづつの前進を確かに手ごたえとして感じている反面、取り組んでいる問題
の深さも強く感じさせられている。

は　じ　め　に
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4. 組織・検討会議 

 

（1） 全体会議 

 

 

No 氏 名 所属 役職等 
1 杉 下 俊 雄 

学校法人 科学技術学園 
科学技術学園高等学校 

理事長 
2 吉 田   修 校長 
3 入 江 哲 也 定時制課程教頭・調査研究総括責任者 
4 松 田 敏 博 通信制課程教頭・調査研究総括責任者 
5 永 田 淳 義 通信制課程統括分室長 
6 白 井   隆 通信制大阪副分室長 
7 田 中 宗一郎 定時制課程教務主幹 
8 豊 島 正 人 定時制課程学年主任 
9 吉 満 博 仁 定時制課程学年主任 
10 弓 場 重 貴 定時制課程学年主任 
11 志 水 良 充 定時制課程総務主任 
12 門 司   新 定時制課程数学科教諭 
13 高 橋  佳 菜 定時制課程理科教諭 
14 原 田 育 治 定時制課程英語科教諭 
15 髙 橋 教 充 通信制課程教務主任 
16 津 島 美 恵 通信制課程教務主任 
17 篠 﨑 雅 彦 通信制課程総務主任 
18 矢 澤 謙 一 通信制課程名古屋副分室長 
19 原 田 博 司 通信制課程大阪教務主任 
20 高 塚   聡 学務部長 
21 藤 井 郁 也 戦略室室長 
22 種 部 雅 彦 戦略室副室長 
23 安 部 良 夫 株式会社デンソー技研センター 工師 
24 波多野    純 静岡英和学院大学 教授 
25 林    智 幸 静岡英和学院大学 教授 
26 井 上 登志子 神奈川県茅ケ崎市立円蔵中学校 校長 
27 大 内 雅 子 聖母愛児園  臨床心理士 
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第１章 事業の内容 

 

1. 調査研究課題名 

定時制・通信制高校が可能な学習支援の構築についての調査・研究               
＝学び直し学習による学習支援と特別な対象者への学習支援についての調査・研究＝ 

 

2. 調査研究のねらい 

定時制・通信制高校は、勤務に従事するなどの理由で全日制に進めない青少年
に対して高校教育を受ける機会を与えることを目的に設置された。しかし、全日
制への進学率が高まりその対象となる青少年が激減した状況が続いている。 

 現状、通信制の多くでは、学習意欲の低下等で全日制・定時制での学習継続が
困難になった生徒や一旦高校を退学した生徒ならびに中学校からの不登校生が入
学してきている。定時制においては、学習意欲が低下し全日制への進学が叶わな
かった生徒の受け皿になっている学校もある。 

 全日制への進学率が９０％を越す現在、企業等の採用条件や進学目的のために
「高卒資格」は必然となっている。そして、定時制・通信制は、「高卒資格」だけ
を求める生徒の行き場となり、一部の学校では本来確保しなければならない高校
教育の質の低下が見られるようになった。 

 そうした現状のなか、学び直し学習の展開と現行の高等学校教育制度では対応が
難しい対象者に対する新たな教育課程、教材開発、学習指導ならびに他の教育関係
団体との協力体制や制度の問題点等について、定時制・通信制高校が実践可能な学
習支援について調査・研究を実施したい。 

                                             
 

3. 期間 

平成２８年４月２１日～平成２９年３月１４日  （３か年の２年目） 
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4. 組織・検討会議 
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17 篠 﨑 雅 彦 通信制課程総務主任 
18 矢 澤 謙 一 通信制課程名古屋副分室長 
19 原 田 博 司 通信制課程大阪教務主任 
20 高 塚   聡 学務部長 
21 藤 井 郁 也 戦略室室長 
22 種 部 雅 彦 戦略室副室長 
23 安 部 良 夫 株式会社デンソー技研センター 工師 
24 波多野    純 静岡英和学院大学 教授 
25 林    智 幸 静岡英和学院大学 教授 
26 井 上 登志子 神奈川県茅ケ崎市立円蔵中学校 校長 
27 大 内 雅 子 聖母愛児園  臨床心理士 
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第２章  考察と今後の取り組み 

 

 （１）学び直しと学習意欲の回復につながる調査研究 

 

        本校定時制課程に入学してくる生徒には入学段階で、小学校・中学校段階での
学力が十分についていない生徒が多く見られる。それらの生徒に対して今年度は
次の三点での対応をし、観察をしてみた。 

 

       ① 個別で活動する本校で実施している「習い事クラブ」を強化する。 

       ② 修学旅行・体育祭・文化祭などの行事の準備を可能な範囲で生徒中心
として運営させる。 

③ 従来の評価の方法を検討し、生徒が自ら努力した点を強く感じさせ、
努力への気持ちを強くさせる。 

 

①の「習い事クラブ」であるが、陶芸・絵画・英会話、英検受験などの分野に
おいて意欲もあり、その分野へのある程度の力のある少数の生徒に対して講師を
つけ、活動させた。結果としてこれらの分野に参加した生徒の総数は２０名ほど
であるが、この分野だけでなく、学校生活全般に対して意欲を増している。 

 ②の学校行事について生徒中心として、企画・立案・進行をさせた。学校全体
の行事であり、実行委員会の中心は生徒会となるが、生徒会の役員はこれらの活
動を通して意欲を強くし、これらの活動を通して自分自身への自信を深め、自分
自身を良い方向に変えることができたと卒業式においては涙ながらに訴えていた。 

 ただ、上記①、②の活動において参加したものは学校での生活に意欲を増し、
学習活動にまで良い影響を与えることができるようになったが、学校全体の生徒
への意欲喚起には十分なものがあったとは言えない。同じような例として成績評
価を単純な５段階評価ではなく学習への達成度で示したものの、一定の反応はあ
ったが、それが直接学習意欲への喚起につながることはなかった。 

 昨年の報告書で、１年間の学習内容をインストールしたタブレットを新入生全
員に渡し、日々の授業で活用した。タブレットの導入と電子黒板の活用は、これ
まで試みてきた一方通行でない授業の実施には役立つ部分は多かったが、タブレ
ットそのもので学習への意欲を強く見せた生徒は多勢を占めることはなかった。
勿論、一部の生徒は非常に関心を持って、時間があれば、タブレットを開いてい
たが、学校全体の意欲喚起という点では決定打とはいえない。 

      当初の計画には組み込まれなかったが、本校の学校設定科目である、「総合基礎」
においては、全体の学習喚起につながる道筋が見えてきた点があった。 

      本校の「総合基礎」という教科は、生徒一人ひとりの、入学時の学習の到達度
を調査・試験をして、一人ひとりに合った出発点から学習をさせる教科である。 

      この時間で一番の要は、担任と生徒との学習内容の相談・到達目標の確認・進
捗状況の確認の時間である。クラスの３０名ほどの生徒を相手に、この業務に入
ると担任は相談相手以外の状況を見ることができなくなる。当然、生徒一人ひと
りと学習内容を決め、進捗状況を確認し到達度を話し合うのは担任以外では成果
を上げることができない。そこで、個別に担任と相談をしている間に直接生徒の
学習の面倒を見る教員を配置し１クラス２人でのペアワークとした。 

      この指導体制を中心として、一斉での指導、コンピュータを活用した個別の学
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（2） 分科会      （☆印は責任者） 
① 第１分科会 

学び直しと学習意欲回復につながる調査研究 

入 江 哲 也 定時制課程教頭 
田 中 宗一郎 定時制課程教務主幹 

 吉 満 博 仁 定時制課程学年主任・地歴公民科教諭 
 弓 場 重 貴 定時制課程学年主任・地歴公民科教諭 

志 水 良 充 定時制課程総務主任・数学科教諭 
門 司   新 定時制課程数学科教諭 
豊 島 正 人 定時制課程学年主任・理科教諭 

☆ 高 橋  佳 菜 定時制課程理科教諭 
原 田 育 治 定時制課程英語科教諭 
藤 井 郁 也 戦略室室長 
  

② 第２分科会 

 
特別に支援を要する生徒への学習教材の開発と他の教育団体との協力体制の
構築 

松 田 敏 博 通信制課程教頭 
白 井   隆 通信制大阪副分室長 

☆ 髙 橋 教 充 通信制課程教務主任 
原 田 博 司 通信制課程教務主任 

 矢 澤 謙 一 通信制課程名古屋副分室長 
 

③ 第３分科会 
特化した支援を要する生徒への学習教材の開発と学習支援の構築 

永 田 淳 義 通信制課程統括分室長 
☆ 津 島 美 恵 通信制課程教務主任 

高 塚  聡    学務部長 
 

④ 第４分科会 

 
全日制高校において学習の継続が困難な生徒に対する学習支援教材の提供と
全通併修についての調査研究 

☆ 篠 崎 雅 彦 通信制課程総務主任 
種 部 雅 彦 戦略室副室長 
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ようである。 

          対応として、登校した時、いろいろと話し、心をお互い広げ、機会
を見て、世界には様々なことがあり、Ａ君の思い込んでいるだけが世
界ではないと感じさせるのが彼を変える方法のひとつと思われる。カ
ウンセラーなどの配置は承知しているが、カウンセリングなどは受け
る気は全くないようである。 

 

          このような生徒を相手にした時、通信制高校としてはできることはない。この
高等専修学校同様、個別に生徒の相手ができる教員を配置して少しづつ、少しづ
つ「気心をしり」、少しづつ、すこしづつ、「心をひらか」せてゆくしかないと思
われる。ただ、通常の通信制高校でそのような教員を配置することが可能かどう
かは学校にもよるが、少なくとも私学においては採算が取れるほど、そのような
生徒を入学させ、個別に相手をすることは難しいと思われる。 

          どのようなシステムを構築した時に、そのような生徒を通信制の高校の教育の
中に取り込むことができるかは今後の課題である。 

 

（３）特化した支援を要する生徒への学習教材の開発と学習支援体制 

     

    今年度のこの分野での調査・研究として、特別な活動を求めて、通信制高校を選
択して入学する生徒がいる。スポーツなどで外国留学を選択している生徒もいるが、
この範疇の生徒のモデルケースとして新国立劇場バレエ研修所（以下バレエ研修所）
の研修生を対象に学習支援を検討してみた。 

    企業内訓練校の生徒同様に、特別な活動を目指している生徒は、一日のほとんど
をそれぞれの目標であることに時間を取られている。今年度対象としてみた、バレ
エ研修所の生徒は月曜日から金曜日までの終日バレエの実技と、座学で過ごしてい
る。そのような生徒にとっては高等学校の勉強にそう時間を割くことはできない。
勢い通信制高校の規定であるレポートの提出、スクーリングへの出席、試験をこな
し、単位の修得、卒業資格の修得へ目が行ってしまうが、これは、特別な活動を主
としているわけで、責められるべきことではないと思う。それらの生徒に対して、
高等学校の学習と自分たちが目指す活動をどうリンクするかが、この学習支援の課
題である。 

    今年度、バレエ研修所の生徒に対して、家庭科で学習する内容で、バレエ研修所
で学習する栄養学と重なる部分を家庭科として学習させ、家庭科室での特別なスク
ーリングも実施した。生徒の反応は非常によく、高等学校の学習と、自分たちが目
指す活動との重なりは前向きに取り組めるという意見が多かった。 

    次年度に向けては本校で学ぶ生徒で、理容・美容、そして調理師系統の生徒に対
しても同様に、それぞれの学習と高等学校での学習の重なる部分を特に取り上げテ
キスト化し、より高等学校の学習に関心を持たせたい。 

 

（４）全日制において学習の継続が困難な生徒に対する学習支援教材の提供と全通併修に
ついての調査研究 

 

全日制高校に通う生徒で、不登校などの原因で登校ができなかった生徒は、現状
では留年・退学を選ぶしか道がないのが通例である。この現状に対して、通信制と
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習、スモール・ステップでの英単語小テスト・漢字テスト・計算問題テストなど
に臨んだ。 

      この指導でも学力面で下に位置する生徒への効果は十分ではなかったが、入学
時学習意欲が低いとみられた生徒に対しては効果がみられた。この一人ひとりの
学習計画に基づいての学習活動は学習意欲の回復の面からも効果は高かった。 

      全体への波及効果は低かった「習い事クラブ」「行事などを通して生徒をリーダ
ーにする」試みを通して共通していることは、生徒を集団として扱うのではなく
学校という制度の中で可能な限り「個別」なものとし、「個別指導」的なものを導
入することが生徒全体の学習意欲回復につながるものと思う。 

      今後の調査・研究として「個別」の指導をどう学校全体の中に取り入れること
ができるかを中心として考えていきたい。 

 

 （２）特別に支援を要する生徒への学習教材の開発と他の教育団体との協力体制の構築 

  

     昨年度の報告の通り、不登校の生徒は一人ひとり状況が違うので一括して扱う
ことはできないが、高校に進学するなどの機会を区切りとして、ごく普通に通学
する生徒が多く見られる。これらの生徒に対して通信制高校としては、学習教材
の提供、単位認定の基本となるレポートの添削、スクーリングなどをバランスよ
く配置することで、受講する生徒に細かな目標を与え、高校の卒業を目指して学
習に向かわせることができる。 

     昨年の課題であった「そのような生徒に対して通信制高校ができることはなに
か。」について、結論から言えることは、生徒の学力に合った教材の提供が第一で
ある。通信制高校のレポートは同じ科目はすべて同一レベルであるケースが多い
が、標準を超えた生徒に対してはより高度の学習教材を与え、できれば自ら調べ
たり、まとめたものを提出させ、それをレポートとして認定するような制度もイ
ンセンティヴを与える意味でも効果があると言える。 

     しかし、次の事例のような場合通信制高校としてできることは限定されてしま
う。この報告書の「はじめに」で上げた事例の生徒もいるが、以下のような事例
に対して通信制高校ができることはなんであろうか。 

 

      事例  小学校５年生頃から不登校になったＡ君は、中学校では通級指導学
級に、週に１日程度通っていた。中学校を卒業後は高等専修学校に入
学し、週に３日ほどは登校し、個別の指導を受けている。 

          Ａ君の場合、父親とはほとんど接触がなく、父親も教育をほぼ放棄
している状態で、現在の自分の姿を母親のせいだと思い母親を「憎ん」
でいる。また、専門学校を中退し家に引きこもっている兄を軽蔑して
いる。学校には上記のとおり週に３日ほど登校し、個別指導の教員と
世間話をしたり、自分の思っていることを一方的に話したりしている。
心底ではそうは思っていないようだが、「俺は何の価値もない人間」だ
などとはよく話している。 

          個別の教員によると、Ａ君は「思い込み」が強く、非常に狭い世界
でしか物事を考えていないようである。また、様々な行事に誘っても
効果はないし、参加する様子もない。ただ、個別の教員には心を広げ、
通信制のスクーリングへの参加はその教員の言葉であれば素直に従う
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第３章  スケジュールと会議記録 

5. スケジュール 

「多様な学習を支援する高等学校の推進事業」は、平成２８年４月２１日に受託し、
平成２８年１月まで調査研究した。 

 

（1） 会議 

 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

全体検討会議 ○  ○   ○  

第１分科会 ○  ○    ○ 

第２分科会 ○  ○    ○ 

第３分科会 ○  ○    ○ 

第４分科会 ○      ○ 

講演   ○   ○ ○ 

 

     全体検討会議は３回、各分科会は全体会議の後の分科会のほか、第１分科会は
３回、第２分科会３回、第３分科会は３回、第４分科会は２回開催した。第２回
目の全体会では「不登校」をテーマにパネルディスカッションを開催した。また、
第２分科会の会議は他の民間教育機関との研究協議会として開催した。講演会は
３回開催した。 

 

（2） 講演 

① 第１回「デンソー工業学園の取り組み」 

② 第２回「アイム湘南美容教育専門学校の取り組み」 

③ 第３回「起立性調節障害について」 

  ～ 子どもが社会へ出ていくときのつまずき ～  
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のタイアップによって防ぐ道はないだろうかが、この課題である。しかし、昨年度
報告した通り、全日制高校と通信制高校の間にはかなり溝があり、下記の大きな問
題がある。 

        

問題の第一の要因は、全日制高校での単位修得と通信制高校における単位修得で
は、その認識において「落差」がありすぎて全日制高校側からは通信制での単位認
定は「容認」できるものではない点である。特に私学の広域通信制に対する疑問や
批判が出されている現状もあり「安易」に通信制のシステムで単位認定することに
は、現場の教師から根強い抵抗があるのが第二の要因である 

 

全日制課程に在学しながら、通信制課程で単位を修得することは可能であるが、
現在の通信制での認定制度は、学習量、学習内容から判断して全日制課程の高校で
は容認できないものである。この課題について、数校の全日制高校との協議を重ね
てみた。その中で、『特定の科目等に出席出来ない生徒、学校には登校できるが、す
べての授業には参加出来ない生徒に対して、通信制本来の「自学自習」できる教材
の提供ができるのではないだろうか。』そのような意見が出された。 

通信制には規定により、授業に代わる「学習書」を使うことが決められている。
この「学習書」は教科書を自学できるように解説したものが基本である。この「学
習書」に準じたもの、そしてそれに基づいた問題集・課題集などを作成し、全日制
高校で登校はするが、特定の科目には出席できない生徒への学習支援ができるよう
になるのではないかと考え、数科目作成し実験的に使用してもらった。単位の認定
をどうするかなどの課題はあるが、概ね良好であり、生徒への学習意欲を維持でき
た。今後も全日制高校での不登校生などが退学に至らない方策について調査・研究
をすすめたい。 
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